
開発室から

　簡単！みんなでファイルの共有
　　　　　　　　　　　　みなさんの会社には複数台のパソコンがあると思います。また家庭内でも複数のパソコンをお使いの方もいるのではないでしょうか？

そんな時、ファイルを共有する方法として（ファイル）サーバを使っているのがほとんどだと思います。でも、部署内やグループ内、そして家庭内では「サー

バを立てる」のは大変です。そこで活躍するのが「ＮＡＳ」です。今回は「ＮＡＳ」をご紹介しますので、簡単ファイル共有の参考にしてください。
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　 １０年前に買った我が家のノートＰＣがとうとう使用不能になってし

まいました。ＡＣアダプタが壊れたようで、パソコンに電源供給出来

ません。バッテリーに充電も出来ず、今ノートＰＣはただの器械の塊

になってします。古いノートＰＣだから、ＡＣアダプタを買うべきか、そ

れとも新しいノートＰＣを買うべきか悩んでいます。

ＮＡＳ導入の前に知っておきたい事

みんなで使うハードディスクならＬＡＮ接続

ＵＳＢ接続の外付けハードディスクの場合、接続したパソコンでしかその

増えたハードディスクの容量を活かすことが出来ません。（共有ディスクの

設定をすれば別ですが）その点、ＬＡＮ接続の外付けハードディスクはネッ

トワークに直接接続しますので、ネットワーク内のすべてのパソコンがその

増えたハードディスクの容量を利用する事が出来ます。

ファイルやフォルダをみんなで使用するのに最適です。ＬＡＮ内のパソコ

ン同士であれば、フロッピーやＵＳＢメモリにファイルをコピーしなくても、

ファイルのやり取りも簡単にできます。

ＵＳＢ接続とＬＡＮ接続（ＮＡＳ）はここが違う

ＮＡＳ（ナス）と言う言葉を聞きなれていない方も多いと思いますが「ネットワークに接続する記憶装置」のことで、見た目は

ＵＳＢ接続の外付けハードディスクと変わりません。ＵＳＢ接続外付けハードディスクはパソコンとＵＳＢケーブルで接続しま

すが、ＮＡＳはルータやハブなどにＬＡＮケーブルで接続します。パソコンに接続しない事が大きな違い、利点でもあります。

複数のパソコンがあり、外付けハードディスクの増設を考えている方

にＮＡＳはお勧めのハードです。でも、ご使用になる環境にあったＮＡ

Ｓを選択しないと、高価な買い物になってしまうかも知れません。

ネットワーク内でファイルサーバとして利用できるＬＡＮ接続のＮＡＳは、

内部に専用ＯＳを持っています。専用

設定ツール（Ｗｅｂ画面）で各種設定を

行えます。

「ユーザ設定」やドライブ内のフォルダ

に「共有フォルダ設定」を行えば、共有

フォルダにユーザごとのアクセス制限

なども可能です。「このフォルダはみんなで共有、このフォルダは私だけ」

という使い方も簡単にできます。

ファイルサーバも顔負けのフル装備

ＵＳＢ接続とＬＡＮ接続の外付けハードディスクの大きな違いに、ＵＳＢ接

続した外付けハードディスクは、あくまでも接続したパソコンの増設ドライ

ブにすぎませんので、パソコン本体の電源が切れれば、使えなくなって

しまうことがあげられます。その点、ＮＡＳはネットワークに接続しますの

で、ルータやハブの電源を切らない限り、どのパソコンからでも接続し

て利用できます。ファイル共有のための専用のパソコン（ファイルサーバ）

のように使え、ファイルサーバを増設するより安価で手軽です。

ＵＳＢ接続ＨＤＤ
ＵＳＢケーブルでパソコンに接続するだけでＵＳＢメモリの

ように簡単に認識されます。パソコンに内蔵ＨＤＤを増設

するより簡単で人気があります。

ＬＡＮ接続ＨＤＤ
ＬＡＮケーブルでルータやハブに接続します。ネットワーク

機器ですのでＩＰアドレスが割り当てられ、専用設定ツール

で設定を行います。複数のパソコンからのアクセスに適しています。

見た目は同じような２つの外付けハードディスクですが、その接続の違

いで、扱いも変わります。

ユーザ管理もアクセス制限も簡単！
現在のＮＡＳは高価なファイルサーバ顔負けの機能が装備されている

ものも少なくありません。たとえば、複数のＨＤＤを使い、ファイル保存

の信頼性をあげるＲＡＩＤ機能。電源を入れたままＨＤＤの交換が出来る

ホットスワップは、複数あるＨＤＤの１つが壊れた時、システムを停止す

ることなく壊れたＨＤＤだけを交換することができます。

ファイルの転送速度は、実測値でＵＳＢ２．０の速度には敵いませんが、

１０００ＢＡＳＥ－Ｔ接続モデルも出てきて、通常のファイルサーバとの

速度差は感じられません。

プリンタサーバ機能を利用すれば、ＮＡＳにＵＳＢ接続のプリンタを接続

して、ネットワーク内のパソコンからプリンタが操作できます。

ＮＡＳの接続速度の規格には、１００ＢＡＳＥ－ＴＸと１０００ＢＡＳＥ－

Ｔの２つがあります。１０００ＢＡＳＥ－Ｔの方が高速ですが、この速度

を利用するには、ネットワーク内の機器がすべて１０００ＢＡＳＥ－Ｔに

対応している必要があります。パソコンのネットワークカードやＬＡＮ

内のＨＵＢ、ネットワークケーブルも１０００ＢＡＳＥ－Ｔ対応の必要が

あります。古いパソコンの場合、１００ＢＡＳＥ－ＴＸ規格のネットワー

クカードでは折角の１０００ＢＡＳＥ－Ｔの速度が活かされません。

ＲＡＩＤ機能を内蔵したＮＡＳは、ハードディスクを複数内蔵しますの

で、それなりに高価になります。家庭内で使用するなら、ＮＡＳに付

属する自動バックアップ機能を利用するだけでも十分かも知れませ

ん。付属ツールを使いＮＡＳの中のファイルを外付けハードディスク

に自動バックアップできます。既にＵＳＢ接続の外付けハードディス

クをお持ちの場合は、同じメーカーのＮＡＳを調べてみてください。

自動バックアップに対応しているかも知れません。

プリンタをＮＡＳのＵＳＢコネクタに接続する事で、ＮＡＳをプリンタサー

バにする事もできます。しかし、この場合インクの残量などの表示機

能が使用出来なくなりますので、印刷中にインクが無くなって、途中

で印刷できなくなってしまう事がありますので、常にインクを買い置

きして置くなどの注意が必要です。

パソコンやデジカメが高性能になり、扱うファイルサイズも大きくなり、

必要なハードディスクの容量も大きくなりました。外付けハードディスク

の必要性も高くなりましたが、使用環境と必要な機能により、最適な

ハードディスクを選択しましょう。「そのうち使うだろう」と必要の無い

機能に高いお金をかけるのはパソコンの世界では無駄になります。

必要になる頃には、新しい規格、機種がより安価で出てきますから。

ネットワークに接続するＮＡＳはＬＡＮ
内の全てのパソコンからアクセスで
きます。ＬＡＮ内のパソコンの電源の
ＯＮ、ＯＦＦに関わらず、どのパソコン
からでも、いつでも利用できます。

ネットワークに接続するＮＡＳはＬＡＮ
内の全てのパソコンからアクセスで
きます。ＬＡＮ内のパソコンの電源の
ＯＮ、ＯＦＦに関わらず、どのパソコン
からでも、いつでも利用できます。

パソコンに接続するUSB接続HDD
は接続したパソコンの電源がＯＦＦ
になると利用できなくなります。

パソコンに接続するUSB接続HDD
は接続したパソコンの電源がＯＦＦ
になると利用できなくなります。
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付属ソフトで自動バックアップが出来ます。
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パソコンのファイルを ＮＡＳのファイルを

パソコンの電源を切っても大丈夫

USB LAN
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